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富山地区　平群　里山に生きる雉富山地区　平群　里山に生きる雉
（富山地区　加藤　照雄 氏撮影）（富山地区　加藤　照雄 氏撮影）

補正予算審査補正予算審査
６議員が市政を質す６議員が市政を質す
　　 〜 一般質問 〜　　 〜 一般質問 〜　　
議案審議　　議案審議　　
こんなまちづくりに期待しますこんなまちづくりに期待します

4p4p
8p8p

14p14p
17p17p

12 月定例会レポート
表紙写真募集！表紙写真募集！

市内で撮影した四季の風景、イベントなど市内で撮影した四季の風景、イベントなど
の写真で表紙を飾りませんか？の写真で表紙を飾りませんか？
詳しくは18ページをご覧ください。詳しくは18ページをご覧ください。
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

　令和２年１２月定例会は、１１月３０日から１２月１８日までの１９日間開催され、条例議案６件、一般議案　令和２年１２月定例会は、１１月３０日から１２月１８日までの１９日間開催され、条例議案６件、一般議案
７件、予算議案８件、諮問議案３件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。７件、予算議案８件、諮問議案３件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。

１２月定例会で決まった主なこと
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定
例
会
レ
ポ
ー
ト

12月定例会提出議案議決結果

（賛否が分かれた議案のみ掲載）〇：賛成　×：反対　欠：欠席

議案ごとの賛否
神
作
　
紀
史

山
田
　
一
洋

鈴
木
　
克
哉

石
井
　
教
宇

阿
部
美
津
江

平
川
　
幸
男

安
田
美
由
貴

峯
　
　
隆
司

川
﨑
　
愼
一

関
　
　
壽
夫

長
谷
川
　
博

寺
澤
　
利
郎

鈴
木
　
直
一

川
上
　
　
清

飯
田
　
彰
一

辻
　
　
貞
夫

栗
原
　
保
博

青
木
　
正
孝

議 案 第 78 号 南房総市一般職の職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議

長

議案第 84 号 財産の取得について（ＧＩＧＡスクール構想の実現
に係るタブレット型端末の調達及び学習環境の整備） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 85 号 財産の取得について（小中学校電子黒板及びオン
ライン授業環境整備） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 87 号 財産の取得について（小中学校指導者用デジタル
教科書整備） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇

議案第 88 号 財産の減額貸付について（南房総市貸事務所） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 欠 〇 〇 × 〇 ×

議員名
議案名

議案種類 件　　　名 議決結果

議案第７８号 南房総市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第７９号 南房総市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第８０号 南房総市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第８１号 南房総市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第８２号 南房総市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第８３号 南房総市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第８４号 財産の取得について（ＧＩＧＡスクール構想の実現に係るタブレット型端末の調達及び学習環境の整備） 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第８５号 財産の取得について（小中学校電子黒板及びオンライン授業環境整備） 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第８６号 財産の取得について（南房総市立保育所、幼稚園、小中学校加湿空気清浄機購入） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第８７号 財産の取得について（小中学校指導者用デジタル教科書整備） 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第８８号 財産の減額貸付について（南房総市貸事務所） 原 案 可 決
賛 成 多 数

議案第８９号 指定管理者の指定について（南房総市富山畜産ふれあい牧場） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９０号 指定管理者の指定について（富浦漁港指定管理施設） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９１号 令和２年度南房総市一般会計補正予算（第８号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９２号 令和２年度南房総市一般会計補正予算（第９号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９３号 令和２年度南房総市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９４号 令和２年度南房総市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９５号 令和２年度南房総市国保病院事業会計補正予算（第２号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９６号 令和２年度南房総市水道事業会計補正予算（第３号） 原 案 可 決
全 会 一 致

諮問第５号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原 案 可 決
全 会 一 致

諮問第６号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原 案 可 決
全 会 一 致

諮問第７号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 原 案 可 決
全 会 一 致

発委第３号 南房総市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９７号 令和２年度南房総市一般会計補正予算（第１０号） 原 案 可 決
全 会 一 致

議案第９８号 令和２年度南房総市水道事業会計補正予算（第４号） 原 案 可 決
全 会 一 致
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補
正
予
算

　

12
月
14
日
、
予
算
審
査

特
別
委
員
会
を
招
集
し
、

議
長
を
除
く
全
議
員
で
審

査
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 一
般
会
計
補
正
予
算（
第

９
号
）

◇ 

公
共
施
設
利
用
ス
マ
ー

ト
化
推
進
事
業

４
３
６
９
万
４
千
円

問　

内
容
は
。
今
ま
で
ど

お
り
、
紙
で
の
申
請
は
可

能
か
。

市
民
課
長　

公
共
施
設
の

空
き
状
況
の
確
認
・
予
約

申
請
・
鍵
の
借
用
・
利
用

日
誌
の
記
録
ま
で
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
で
可
能
に
す

る
。

　

ま
た
７
地
区
各
１
カ
所

に
地
区
内
の
複
数
施
設
の

鍵
を
収
納
す
る
外
付
け

キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
利
用
者

は
、
市
の
窓
口
に
行
か
ず

に
施
設
が
利
用
で
き
る
。

　

支
払
い
は
、
今
ま
で
ど

お
り
納
付
書
で
行
い
、
紙

で
の
申
請
も
引
き
続
き
可

能
で
あ
る
。

◇ 

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修
設
計

委
託
料

１
７
６
０
万
円 

問　
老
朽
化
の
状
況
と
今

後
の
工
事
費
は
。

健
康
支
援
課
長   

築
20
年
経

過
し
て
い
る
。
３
億
５
千

万
円
か
ら
４
億
円
程
度
を

見
込
ん
で
い
る
。

◇ 

財
政
調
整
基
金18

万
２
千
円 

◇ 

減
債
基
金

36
万
３
千
円 

◇ 

公
共
施
設
等
再
編
基
金

９
万
６
千
円 

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
残
高
は
。

企
画
財
政
課
長　
財
政
調
整

基
金
31
億
円
。
減
債
基
金

48
億
円
。
公
共
施
設
等
再

編
調
整
基
金
66
億
円
。

◇
児
童
遊
園
管
理
事
業

22
万
８
千
円 

問　

和
田
・
白
渚
児
童
遊

園
の
遊
具
は
、
ど
う
な
る

の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長  

シ
ー
ソ
ー

は
老
朽
化
の
た
め
撤
去
し
、

旧
南
幼
稚
園
の
ジ
ャ
ン
グ

ル
ジ
ム
を
移
設
す
る
。

◇ 

観
光
地
域
づ
く
り
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
整
備

　

教
育
旅
行
等
の
誘
致
誘

客
を
図
る
た
め
、
２
月
か

ら
１
人
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
委
託
。73

万
２
千
円

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
要

請
さ
れ
て
い
る
が
、
年
度

末
ま
で
に
行
事
が
入
っ
て

く
る
の
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

岩

井
民
宿
組
合
に
教
育
旅
行

が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
情

報
が
、
か
な
り
の
数
あ
り
対

応
を
進
め
る
た
め
計
上
し

た
。
コ
ロ
ナ
収
束
後
も
３
年

間
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

和田・白渚児童遊園

一般会計補正予算第８・９号一般会計補正予算第８・９号
５億 808 万７千円追加５億 808 万７千円追加
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補
正
予
算

保
険
年
金
課
長　
６
億
１
３

７
９
万
６
９
６
２
円
。

◇ 

災
害
臨
時
特
例
補
助
金

償
還
金１

０
６
８
万
１
千
円

問　
半
壊
以
上
の
国
保
税

や
一
部
負
担
金
の
補
助
率

が
変
わ
り
、
国
に
返
す
よ

う
だ
が
、
補
助
率
が
減
っ

た
理
由
は
何
か
。

保
険
年
金
課
長　

台
風
被

害
に
よ
る
医
療
費
の
一
部

負
担
金
の
支
払
い
や
国
保

税
の
減
免
に
か
か
っ
た
経

費
は
、
す
べ
て
国
が
負
担
。

　

災
害
臨
時
特
例
補
助
金

の
精
算
で
返
し
た
額
は
、

国
の
特
別
交
付
金
が
頂
け

る
の
で
、
収
支
は
変
わ
ら

な
い
。

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

◇ 
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料

33
万
円 

問　

ど
ん
な
制
度
改
正
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
な
の

か
。

健
康
支
援
課
長　

介
護
報

酬
改
定
・
保
険
料
の
税
制

改
正
対
応
・
認
定
ソ
フ
ト

の
項
目
追
加
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

国
保
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

◇ 

感
染
症
患
者
用
汚
物
容

器
自
動
洗
浄
機
２
台
購

入
費

３
０
８
万
円 

問　

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
入
院
患

者
数
と
病
床
数
は
ど
う
か
。

国
保
病
院
事
務
長 

２
人
。
確

保
病
床
は
14
床
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

◎ 一
般
会
計
補
正
予
算（
第

８
号
）

◇ 

食
べ
て
応
援
ク
ー
ポ
ン

１
億
５
６
１
万
２
千
円

問　

半
額
で
は
な
く
、
全

額
補
助
に
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長   

半
額
補
助

と
す
る
。

問　

第
３
波
で
利
用
控
え

を
求
め
る
こ
と
は
あ
る
か
。

市
長　

感
染
が
拡
大
し
た

ら
中
断
も
あ
り
得
る
が
、

そ
の
都
度
、
状
況
を
判
断

す
る
。

　

原
案
ど
お
り
可
決

よ
る
観
光
客
誘
致
の
営
業

に
力
を
入
れ
た
い
。

◇ 

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

　

当
初
５
２
７
０
頭
の
捕

獲
予
定
が
、
11
月
末
ま
で

の
増
加
率
か
ら
７
３
２
１

頭
と
推
計
さ
れ
、
捕
獲
報

奨
金
等
を
増
額
。

２
９
１
９
万
７
千
円 

問　
頭
数
が
増
え
て
い
る

の
か
。
捕
獲
従
事
者
数
は

何
人
か
。

農
林
水
産
課
長　

増
え
て
い

る
。
昨
年
度
の
捕
獲
頭
数

は
３
５
３
７
頭
。
台
風
被

害
な
ど
で
、
捕
獲
で
き
な

か
っ
た
。

　

４
０
０
人
が
有
害
鳥
獣

対
策
協
議
会
に
加
盟
。
狩

猟
免
許
取
得
促
進
補
助
金

で
は
、
わ
な
免
許
28
人
、

銃
免
許
５
人
の
支
援
を
予

定
し
て
い
る
。

◇ 

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
中
小

企
業
等
支
援
事
業

１
億
３
６
０
万
６
千
円

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
会
福
祉

施
設
・
医
療
機
関
で
新
た

に
何
件
が
対
象
と
な
る
の

か
。
応
募
期
間
は
ど
う
か
。

全
体
で
何
件
を
見
込
む
の

か
。
１
件
い
く
ら
か
。

商
工
課
長　

社
会
福
祉
法

人
９
法
人
46
事
業
所
、
医

療
法
人
15
事
業
所
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
５
事
業
所
程
度
を
想
定
。

　

第
３
弾
は
１
月
４
日
～

２
月
26
日
、
第
４
弾
は
３

月
１
日
～
26
日
。
第
３
弾

２
６
０
件
、
第
４
弾
４
７

０
件
、
合
計
７
３
０
件
。

　

売
上
げ
状
況
に
も
よ
る

が
、
１
件
約
20
万
円
。
第

１
弾
、
第
２
弾
と
同
規
模
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

国
保
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

◇ 

基
金
利
子

３
千
円 

問　

財
政
調
整
基
金
の
残

高
は
い
く
ら
か
。

捕獲されたイノシシ

食べて応援クーポン券（第２弾）

見　　本見　　本
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補
正
予
算

１
４
２
８
万
円
で
契
約
。

工
期
は
令
和
３
年
３
月
12

日
と
な
っ
て
い
る
が
、
工

事
の
進
捗
状
況
は
。

水
道
局
長　

小
向
ダ
ム
の

水
門
改
修
工
事
は
途
中
。

水
門
自
体
は
、
ダ
ム
に
設

置
さ
れ
た
が
、
附
帯
設
備

等
の
工
事
が
終
わ
っ
て
い

な
い
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 一
般
会
計
補
正
予
算（
第

10
号
）

　
小
向
ダ
ム
渇
水
等
に
伴

い
、
４
億
３
７
８
５
万
３

千
円
追
加
。

問　
人
災
か
天
災
か
。

市
長　

水
門
工
事
を
、
１

門
目
は
５
月
～
10
月
上
旬

ま
で
、
２
門
目
は
10
月
下

旬
～
11
月
14
日
ま
で
行
っ

た
。
工
事
の
際
、
水
位
を

50
％
弱
ま
で
下
げ
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
記

録
的
な
少
雨
が
、
渇
水
に

つ
な
が
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

問　

降
雨
量
の
予
測
を
し

た
の
か
。

水
道
局
長　

工
程
管
理
段

階
で
天
気
予
報
機
関
の
情

報
を
確
認
し
た
。
平
年
並

み
か
平
年
よ
り
多
い
と
の

予
報
だ
っ
た
の
で
、
雨
量
を

見
込
み
工
事
し
た
。

◇ 

要
支
援
者
へ
の
給
水
支
援

５
８
３
万
５
千
円

　

三
芳
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
給
水
し
、
要

支
援
者
に
水
を
届
け
る
。

◇ 

医
療
機
関
・
高
齢
者
施

設
等
で
の
給
水
対
応

１
４
２
２
万
８
千
円

　
高
齢
者
施
設
や
医
療
機

関
へ
受
水
槽
付
加
圧
ポ
ン

プ
の
設
置
を
支
援
。

問　
加
圧
式
ポ
ン
プ
22
基

も
貸
与
す
る
よ
う
だ
が
、
断

水
解
消
後
、
ポ
ン
プ
や
貯
水

タ
ン
ク
は
ど
う
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
部
長   

譲
渡
も
含

め
て
、
有
効
活
用
を
検
討

す
る
。

　

12
月
14
日
の
予
算
審
査

特
別
委
員
会
で
水
道
事
業

会
計
、
12
月
18
日
の
本
会

議
で
小
向
ダ
ム
渇
水
対
策

関
連
予
算
を
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

◇ 

人
件
費

33
万
１
千
円

問　
報
酬
が
増
え
た
理
由

は
。

水
道
局
長　

会
計
年
度
任

用
職
員
に
夏
季
休
暇
が
付

与
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

浄
水
場
に
勤
務
し
て
い
る

会
計
年
度
任
用
職
員
が
休

ん
だ
場
合
、
そ
の
職
員
と

代
わ
り
に
勤
務
す
る
職
員

分
の
報
酬
を
支
払
う
こ
と

に
な
っ
た
た
め
。

◇ 

仮
設
発
電
機
借
上
料

　

仮
設
発
電
機
の
借
り
上

げ
期
間
延
長
に
よ
る
増
額
。

７
８
９
万
９
千
円 

問　
水
門
改
修
工
事
は
令

和
元
年
７
月
25
日
に
2
億

一般会計補正予算（第10号）一般会計補正予算（第10号）４４億億3,7853,785万３千円を追加万３千円を追加

水道事業会計補正予算（第４号）水道事業会計補正予算（第４号）５５億億1,1031,103万万11千円を追加千円を追加
309309 億億 3,7763,776 万万 33 千円千円

2121 億億 9,3889,388 万万 77 千円千円

総額総額

総額総額

住民説明会の様子

小向ダム渇水対策小向ダム渇水対策
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補
正
予
算

◇ 
入
浴
支
援
事
業

９
６
２
５
万
５
千
円

　

市
内
外
７
カ
所
の
入
浴

協
力
施
設
で
利
用
者
に
１

回
５
０
０
円
補
助
。

問　

７
カ
所
の
内
訳
は
。

入
浴
施
設
で
飲
用
水
を
提

供
す
る
こ
と
に
対
す
る
助

成
が
で
き
な
い
か
。
洗
濯

も
水
を
か
な
り
使
う
が
、

支
援
し
な
い
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

入
浴
協

力
施
設
の
内
訳
は
、
市
内

３
カ
所
、
館
山
３
カ
所
、

鴨
川
１
カ
所
。
飲
用
水
は
、

県
な
ど
か
ら
支
援
の
あ
っ

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を

配
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

洗
濯
へ
の
支
援
は
、
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

◇ 

農
業
・
水
産
業
・
中
小
企

業
等
事
業
継
続
支
援
給
付

金
と
断
水
対
策
補
助
金

１
億
６
１
０
０
万
円

問　

断
水
前
に
、
断
水
し

な
い
地
域
で
大
口
事
業
者

用
の
給
水
所
を
設
置
し
な

い
の
か
。

水
道
局
長　

大
型
受
水
槽

を
持
つ
施
設
に
給
水
を
始

め
た
。
ま
ず
は
大
口
事
業

者
の
水
は
給
水
車
で
賄
う

こ
と
で
ダ
ム
の
水
の
使
用

削
減
に
つ
な
げ
た
い
。

問　

南
三
原
駅
と
和
田
浦

駅
の
ト
イ
レ
は
ど
う
な
る

の
か
。

総
務
部
長　

仮
設
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　

営
業
費
用
４
億
６
１
０

３
万
１
千
円
と
予
備
費
５

千
万
円
を
増
額
。

◇ 

渇
水
に
よ
る
原
水
確
保

に
伴
う
費
用

仮
設
揚
水
管
３
カ
所

１　
鴨
川
市
畑
～
五
十
蔵

２　
丸
山
川

３　
貝
沢
川

仮
設
緊
急
連
絡
管
２
カ
所

１　
鴨
川
市
外
堀
～
花
園

２　
館
山
市
大
井
～
加
茂

４
億
６
１
０
３
万
１
千
円

問　
渇
水
解
消
後
は
撤
去

す
る
の
か
。

水
道
局
長　

撤
去
す
る
。

問　

撤
去
費
は
い
く
ら

か
。

水
道
局
長　

試
算
し
て
い

な
い
が
、
極
力
埋
設
せ
ず

配
管
す
る
の
で
、
通
常
よ

り
安
く
で
き
る
と
見
込
ん

で
い
る
。

問　
国
や
県
の
支
援
は
受

け
ら
れ
な
い
の
か
。

副
市
長　

金
銭
的
な
支
援

は
な
い
の
で
、
市
の
負
担

に
な
る
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

仮設揚水管と仮設緊急連絡管（地図）
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一
般
質
問

６人の議員が市政を質す

ル
・
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
の
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
デ
ジ
タ
ル
化
の
技

術
を
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
活
用
の
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問
押
印
廃
止
の
見
直

し
基
準
を
整
理
し
て

行
政
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化

問
行
政
手
続
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
考
え
は
。

市
長
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
、
共
通
化
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

国
の
動
向
も
踏
ま
え
、
将

来
に
向
け
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
Ｉ
Ｔ
戦
略
専
門
の
部

署
の
設
置
の
考
え
は

あ
る
か
。

市
長
庁
内
横
断
的
な
専

門
部
署
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い
る

が
国
や
県
の
動
向
を
的
確

に
捉
え
検
討
し
て
い
く
。

問
経
費
削
減
の
た
め
、

自
治
体
レ
ベ
ル
で
新

た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

要
ら
な
い
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

て
い
る
。

問
要
支
援
者
・
要
介
護

認
定
の
有
効
期
間
が

延
長
さ
れ
次
年
度
の
認
定

調
査
の
業
務
量
が
増
大
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
対

応
は
。

保
健
福
祉
部
長
居
宅
介
護

支
援
事
業

所
・
介
護
保
険
施
設
等
に

認
定
調
査
を
委
託
す
る
と

い
う
方
法
も
含
め
な
が
ら

検
討
す
る
。

問
介
護
事
業
所
へ
の
感

染
症
防
止
対
策
支

援
は
。

市
長
２
月
に
医
療
機

関
・
入
所
系
の
高

齢
者
・
障
害
者
施
設
に
マ
ス

ク
を
１
万
枚
、
５
月
に
は
歯

科
医
院
・
通
所
・
訪
問
介

護
・
障
害
施
設
に
マ
ス
ク
を

10
万
枚
、
消
毒
ジ
ェ
ル
を

５
０
５
本
配
付
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
介
護
対
策

問
介
護
人
材
の
育
成
と

確
保
へ
の
影
響
は

市
長
修
学
資
金
貸
付
制

度
や
研
修
・
資
格

取
得
に
係
る
費
用
の
一
部
助

成
を
行
い
、
介
護
福
祉
士
の

育
成
及
び
確
保
を
図
っ
て
い

る
。
亀
田
医
療
技
術
専
門

学
校
で
は
、
外
国
人
留
学
生

11
人
が
、
入
国
制
限
の
関

係
で
来
日
が
遅
れ
て
い
る
。

問
国
か
ら
臨
時
的
な
取

扱
い
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
介
護
認
定
調
査
の

現
況
は
。

市
長
感
染
予
防
等
の
観

点
か
ら
、
認
定
調

査
の
実
施
が
困
難
と
思
わ

れ
る
方
は
申
し
出
に
よ
り

有
効
期
限
の
延
長
を
行
っ

介
護
事
業
所
へ
の
感
染
症
対
策
支
援
は

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
介
護
事
業
者
へ
慰
労
金
を
支
給
す
る

阿部美津江議員

リ
ス
ト
化
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

総
務
部
長
廃
止
可
能

な
も
の
に
つ

い
て
全
庁
的
に
調
査
を
進

め
て
い
る
。
で
き
る
も
の
か

ら
順
次
、
段
階
的
に
押
印

の
廃
止
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

高齢者施設の様子

マイナポータル



9 ／南房総  議会広報／第 59 号

一
般
質
問

あ
る
い
は
行
政
区
な
ど
が

中
心
で
、
民
間
事
業
者
は

あ
ま
り
な
く
、
評
価
は
非

常
に
難
し
い
と
考
え
る
。

　

よ
り
よ
い
運
営
に
当

益
に
な
ら
な
い
よ
う
、
事

業
を
執
行
し
て
い
く
。

問
水
産
業
の
被
害
と

復
興
状
況
は
。

市
長
共
同
利
用
施
設

が
81
件
、
漁
業
施

設
が
42
件
、
加
工
施
設
が

18
件
と
な
り
、
竣
工
割
合

は
79
％
、
漁
港
施
設
は
全

て
竣
工
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度
に

つ
い
て

問
指
定
管
理
者
を
選

ぶ
際
に
、
客
観
的
・

多
角
的
な
意
見
を
参
考
に

点
検
や
評
価
を
す
る
、
第

三
者
評
価
委
員
会
を
導
入

す
る
考
え
は
。

総
務
部
長
当
市
の
指

定
管
理
者

は
、
市
の
出
資
す
る
第
三

セ
ク
タ
ー
や
公
共
的
団
体

問
農
業
施
設
の
復
興

状
況
は
。

市
長
強
い
農
業
担
い
手

づ
く
り
総
合
支
援

事
業
で
あ
る
被
災
農
業
者

支
援
の
竣
工
割
合
は
46
％
、

復
旧
の
進
捗
状
況
は
農
地

が
96
％
、
農
業
用
施
設
が

92
％
。

問
市
の
被
災
証
明
の

様
式
や
指
導
の
仕

方
に
不
信
感
を
持
っ
て
い

る
方
が
い
る
よ
う
だ
が
。

農
林
水
産
部
長
市
の
被
災

証
明
の
様

式
は
、
補
助
事
業
の
要
綱

上
問
題
な
い
と
考
え
る
。

　

作
成
支
援
に
際
し
て
、

誤
解
を
招
い
て
い
る
事
案

も
あ
り
、
お
互
い
の
理
解

が
進
ま
ず
、
残
念
に
思
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
農
業
者
の
不
利

昨
年
の
台
風
被
害
か
ら

の
復
興
状
況
に
つ
い
て

問
住
宅
の
公
費
解
体

の
申
請
件
数
と
復

興
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
住
宅
の
公
費
解
体

の
申
請
数
は
、
所

有
者
に
代
わ
り
市
が
発
注

す
る
件
数
が
１
５
５
件
、

所
有
者
が
み
ず
か
ら
解
体

し
そ
の
費
用
を
市
が
償
還

す
る
件
数
が
91
件
、

年
内
に
申
請
物
件
の

解
体
を
終
了
す
る

予
定
。

問
法
人
所
有
の

住
居
兼
店
舗

は
公
費
解
体
の
対

象
に
な
ら
な
い
の

か
。建

設
環
境
部
長
法人

所
有
と
な
る
と
、
事

業
用
資
産
と
な
り
、

個
人
住
宅
と
異
な
る

た
め
対
象
外
で
あ

る
。

昨
年
の
台
風
被
害
か
ら
の
復
興
状
況
に
つ
い
て

住
宅
被
害
に
つ
い
て
、
年
内
に
公
費
解
体
の
申
請
物
件
の

解
体
を
終
了
す
る
予
定

飯田　彰一議員

昨年度台風１５号による農業施設被害昨年度台風１５号による農業施設被害

た
っ
て
の
ご
意
見
と
し
て
、

今
後
の
検
討
課
題
、
検
討

事
項
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

家屋解体廃棄物仮置き場
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広
域
ご
み
処
理
施
設

の
株
主
間
協
定

問
か
ず
さ
ク
リ
ー
ン

シ
ス
テ
ム
は
公
表

し
た
が
、
今
回
公
表
で
き

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

建
設
環
境
部
長
民
間
事
業

者
の
意
向

を
配
慮
す
る
た
め
。

オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
飛
行

問
陸
上
自
衛
隊
オ
ス

プ
レ
イ
17
機
の
訓

練
飛
行
で
、
和
田
・
富
浦

以
北
を
含
む
房
総
低
空
域

飛
行
訓
練
場
で
訓
練
回
数

が
増
え
な
い
か
。
防
衛
省

に
説
明
を
求
め
な
い
の
か
。

市
長
木
更
津
市
や
県
の

動
向
を
踏
ま
え
、

状
況
の
推
移
を
見
た
い
。

市
長
特
定
健
診
や
が

ん
検
診
費
用
と
の

均
衡
を
図
り
、
安
房
地
域

の
標
準
的
な
人
間
ド
ッ
ク

検
査
費
の
７
割
相
当
分
と

す
る
た
め
。

み
な
し
仮
設 

問
入
居
状
況
は
ど
う

か
。
入
居
期
限
は

延
長
で
き
な
い
の
か
。

市
長

11
月
末
で
、
富
浦

48
件
、富
山
12
件
、

三
芳
７
件
、
白
浜
４
件
、

千
倉
８
件
、
丸
山
３
件
、

和
田
４
件
の
計
86
件
。
県

が
入
居
者
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
検
討
す
る
た
め
、

結
果
を
踏
ま
え
、
県
に
延

長
を
要
望
し
た
い
。

は
38
人
。
２
人
入
院
中
。

問
県
の
計
画
で
は
重

症
患
者
推
計
70
人

に
対
し
、
確
保
病
床
は
61

床
。
都
心
で
感
染
拡
大
す

れ
ば
、
重
症
者
へ
の
対
応

が
追
い
つ
か
な
い
。
富
山

国
保
病
院
で
は
、
24
床
確

保
し
て
い
る
の
か
。
外
来

は
閉
じ
る
の
か
。

富
山
国
保
病
院
事
務
長

14
床
確
保
中
。
感
染
者
が

増
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
専
門

病
院
と
な
っ
て
も
、
外
来

は
続
け
た
い
。

国
保
の
短
期
人
間
ド
ッ
ク 

問
来
年
度
か
ら
、
短

期
人
間
ド
ッ
ク
助

成
額
の
上
限
を
５
万
円
か

ら
３
万
円
に
す
る
の
は
な

ぜ
か
。

新
型
コ
ロ
ナ

問
安
房
地
域
で
情
報

共
有
で
き
て
い
な

い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長
県
が
公
表

し
た
内
容

し
か
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
急
速
な
感
染
拡
大

の
前
に
、
介
護
従

事
者
な
ど
へ
の
定
期
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
助
成
を
で
き
な

い
か
。

市
長
内
部
で
協
議
し
た

が
、
検
査
体
制
・

期
間
な
ど
を
考
え
る
と
、

市
独
自
で
は
難
し
い
。

問
富
山
国
保
病
院
で

の
患
者
受
け
入
れ

状
況
は
ど
う
か
。

市
長
９
月
～
11
月
末
ま

で
に
15
人
受
け
入

れ
た
。
４
月
か
ら
の
総
数

安田美由貴議員

地
域
外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
と
陽
性
者
数
は

把
握
し
て
い
な
い

房総低空域飛行訓練場房総低空域飛行訓練場

一
般
質
問
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購
入
可
能
。

問
小
水
力
発
電
に
よ
る

循
環
型
ふ
る
さ
と
づ

く
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
取
り
組
ん
で
い
る
町
の

報
道
が
さ
れ
て
い
る
。
地

域
振
興
、
さ
ら
に
雇
用
促

進
の
点
か
ら
、
地
域
内
に

あ
る
資
源
の
開
発
・
発
掘

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長
現
状
で

は
、
発
電

に
必
要
な
量
の
資
源
を
市

内
で
継
続
し
て
集
め
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
技
術
の

進
展
や
国
・
県
の
動
向
を

注
視
し
、
地
域
に
合
っ
た
も

の
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ン
ポ
ス
ト
購
入
補
助
事
業

に
よ
り
生
ご
み
の
堆
肥
化

を
推
進
し
て
き
た
が
、
補

助
件
数
が
減
少
し
、
一
定

の
効
果
が
見
ら
れ
た
た
め

平
成
27
年
度
を
も
っ
て
終

了
し
た
。

　

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
化
事
業
は
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
等
か
ら
廃
食
用

油
を
回
収
し
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
製
造

し
て
ご
み
収
集
車
等
の
燃

料
に
し
て
い
た
が
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
り
令
和
元

年
度
で
終
了
し
た
。

問
堆
肥
の
製
造
流
通

促
進
事
業
で
作
ら

れ
た
肥
料
は
、
農
家
以
外

で
も
購
入
で
き
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長
本
市
に
住

所
、
ま
た

は
農
地
を
有
し
て
い
る
方

な
ら
農
家
で
な
い
方
で
も

市
長
当
初
は
間
伐
材

な
ど
の
利
活
用
を

想
定
し
て
い
た
が
、
コ
ス

ト
等
に
課
題
が
あ
っ
た
た

め
、
現
在
は
薪
を
活
用
し
、

施
設
園
芸
農
家
の
暖
房
費

の
軽
減
な
ど
を
図
っ
て
い
る
。

問
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
推
進
に
よ
っ

て
、
雇
用
推
進
を
図
る
考

え
は
。

市
長
バ
イ
オ
マ
ス
を
原

料
と
し
て
、
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
し
、
地
域

内
で
有
効
活
用
し
、
規
模
が

大
き
く
な
れ
ば
雇
用
の
確
保

や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

問
当
初
は
４
つ
の
構
想

だ
っ
た
が
、
現
在
２

つ
の
構
想
に
な
っ
た
理
由
は
。

農
林
水
産
部
長
生
ご
み
た

い
肥
化
・

メ
タ
ン
発
酵
事
業
は
、
コ

循
環
型
社
会
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
市
で
取
り
組
ん
で
い

る
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
こ
の
構
想
は
、
平

成
21
年
に
策
定

し
、
資
源
を
有
効
活
用
す

る
循
環
型
社
会
の
形
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　
現
在
、
堆
肥
の
製
造
流
通

促
進
事
業
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト

化
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問
木
質
ペ
レ
ッ
ト
化
事

業
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。 石井　教宇議員

循
環
型
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

バ
イ
オ
マ
ス
以
外
の
分
野
も
事
業
展
開
し
て
い
き
た
い

薪置き場

機械攪
かくはん
拌式堆肥製造施設

一
般
質
問
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ら
の
要
望
書
等
に
よ
り
市

で
対
応
し
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
地
域
住
民
の
協

力
に
よ
り
維
持
管
理
に
努

め
る
。

く
使
用
で
き
る
か
、
機
器

の
効
果
や
使
い
勝
手
、
各

教
室
の
換
気
状
況
を
見
な

が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

高
齢
化
に
よ
る
地
域

の
生
活
環
境
に
つ
い
て

問
高
齢
化
に
よ
り
地

域
の
側
溝
清
掃
が

で
き
ず
、
側
溝
に
砂
が
た

ま
り
大
雨
の
た
び
に
排
水

が
あ
ふ
れ
て
、
自
宅
に
水

が
流
れ
込
む
と
い
う
被
害

が
出
て
い
る
。
数
年
に
一

度
で
も
予
算
を
組
み
清
掃

が
で
き
な
い
か
。

市
長
道
路
側
溝
の
清

掃
、
道
路
の
維
持

管
理
は
、
地
域
住
民
と
と

も
に
実
施
し
て
い
る
が
、

緊
急
性
の
あ
る
も
の
は
、

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
や
区
か

期
的
な
検
温
な
ど
健
康
状

態
の
把
握
を
す
る
と
と
も

に
大
勢
が
触
れ
る
箇
所
の

ド
ア
ノ
ブ
、
手
す
り
、
ス

イ
ッ
チ
な
ど
は
１
日
１
回

以
上
の
消
毒
を
行
っ
て
い

る
。問

冬
場
は
寒
い
た
め

換
気
を
怠
り
が
ち

に
な
り
、
密
閉
状
態
が
生

じ
や
す
く
な
る
。
感
染
防

止
対
策
の
一
環
と
し
て
他

市
に
先
駆
け
二
酸
化
炭
素

濃
度
セ
ン
サ
ー
と
加
湿
器

と
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
空
気
の
汚
れ
を
可
視

化
す
る
セ
ン
サ
ー
を
市
内

小
・
中
学
校
各
教
室
に
導

入
で
き
な
い
か
。

教
育
長
い
ろ
い
ろ
な
条

件
下
で
二
酸
化

炭
素
濃
度
測
定
器
を
正
し

問
市
内
小
・
中
学
校

に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
ど
の
よ

う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
る
か
。

教
育
長
文
部
科
学
省
の

「
学
校
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
い

て
対
応
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
３
密
を

避
け
、
換
気
、
手
洗
い
、

手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用

の
徹
底
を
図
る
こ
と
、
定

鈴木　克哉議員

小
中
学
校
の
教
室
に
二
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
器
を
導
入

で
き
な
い
か

使
用
方
法
、
効
果
、
各
教
室
の
換
気
状
況
を
見
な
が
ら

検
討
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
つ
い
て

校舎内を消毒する教職員校舎内を消毒する教職員

一
般
質
問

土砂で詰まった側溝土砂で詰まった側溝
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成
の
意
見
や
企
業
誘
致
を

望
む
要
望
が
あ
っ
た
。

問
公
園
化
の
場
合
、

維
持
管
理
は
誰
が

行
う
の
か
。
費
用
は
ど
の

く
ら
い
の
見
込
み
か
。

商
工
観
光
部
長
現
時
点
で

は
計
画

が
具
体
化
し
て
い
な
い
た

め
管
理
に
つ
い
て
も
併
せ

て
検
討
し
て
い
く
。

問
令
和
元
年
８
月
と

２
年
１
月
に
優
先

交
渉
権
者
の
本
社
を
往
訪

し
て
い
る
が
そ
の
理
由
は
。

市
長
少
し
で
も
早
く
提

案
内
容
を
取
り

ま
と
め
た
い
と
い
う
思
い

で
行
っ
た
。

は
引
き
続
き
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
と
し
て

活
用
し
て
い
く
。

問
地
域
住
民
に
経
過

説
明
は
行
っ
て
い

る
か
。

市
長
富
山
地
区
行
政

連
絡
協
議
会
へ
、

平
成
31
年
４
月
に
優
先
交

渉
権
者
と
利
活
用
計
画
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
12
月

に
校
舎
の
損
傷
に
よ
る
取

り
壊
し
と
計
画
変
更
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

　

令
和
２
年
11
月
17
日
に

平
群
地
区
の
区
長
ら
へ
計

画
を
断
念
し
た
経
緯
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

問
17
日
の
説
明
会
で

意
見
要
望
は
あ
っ

た
か
。

商
工
観
光
部
長
非
常
に
残

念
と
い
う

声
、
公
園
化
に
つ
い
て
は
賛

旧
平
群
小
学
校
跡
地

の
利
活
用
に
つ
い
て

問
優
先
交
渉
権
者
が

決
定
し
て
１
年
半

以
上
が
経
過
し
て
い
る
が

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

市
長
優
先
交
渉
権
決

定
後
に
事
業
者

が
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

劣
化
が
進
み
利
活
用
で
き

な
い
と
の
報
告
を
受
け
、

取
り
壊
す
こ
と
と
な
っ
た
。

更
に
台
風
15
号
、
19
号
に

よ
り
幼
稚
園
舎
も
劣
化
し

た
た
め
、
事
業
計
画
を
大

幅
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、
事
業
者
と
の
協

議
に
よ
り
計
画
を
断
念
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

問
な
ぜ
契
約
を
交
わ

し
て
い
な
か
っ
た
の

か
。

商
工
観
光
部
長
校
舎
を

利
用
で

き
な
い
場
合
の
検
討
に
時

間
を
要
し
た
た
め
。

問
優
先
交
渉
権
者
が

断
念
し
た
あ
と
、

次
点
の
南
房
総
リ
パ
ブ

リ
ッ
ク
に
利
活
用
の
意
向

確
認
を
し
た
の
か
。

商
工
観
光
部
長
意
向
は

な
い
と
の

返
事
だ
っ
た
。

問
活
用
は
ど
う
な
る

の
か
。

市
長
幼
稚
園
舎
も
解

体
し
、
校
舎
跡
地

と
グ
ラ
ン
ド
は
市
の
地
方

創
生
総
合
戦
略
の
観
点
か

ら
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
環
境
を
つ
く

り
子
育
て
を
応
援
す
る
と

と
も
に
地
域
の
方
々
が
憩

え
る
公
園
と
し
て
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。
保
育
所

関　壽夫議員

旧
平
群
小
学
校
跡
地
利
活
用
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

計
画
を
断
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た

旧平群小学校　取り壊し前旧平群小学校　取り壊し前

旧平群小学校跡地　現在の状況旧平群小学校跡地　現在の状況

校舎の取り壊しを行った旧平群小学校（写真上は取り壊し前）校舎の取り壊しを行った旧平群小学校（写真上は取り壊し前）

一
般
質
問
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議 案 審 議

議
案
審
議

　

12
月
10
日
、
総
務
委
員

会
所
管
の
議
案
を
本
会
議

と
総
務
委
員
会
で
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

財
産
の
取
得
（
市
立
保

育
所
・
幼
稚
園
・
小
中

学
校
加
湿
空
気
清
浄
機

４
２
５
台
購
入
）

　
（
株
）
大
溝
電
器
が
１
７

９
４
万
６
千
円
で
落
札
。

問　

加
湿
器
は
使
い
方
に

よ
っ
て
カ
ビ
の
原
因
と
な

ら
な
い
の
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

冬
の
乾

燥
対
策
な
の
で
、
カ
ビ
が

発
生
す
る
ほ
ど
の
加
湿
力

は
な
い
。

◎ 

財
産
の
取
得
（
小
中
学

校
電
子
黒
板
74
台
・
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
環
境
整
備
）

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
君
津
営
業

所
が
５
１
４
８
万
円
で
落

札
。

問　

落
札
率
97
・
19
％
。

電
子
黒
板
の
現
時
点
で
の

設
置
状
況
と
運
用
状
況
、

耐
用
年
数
は
ど
う
か
。

教
育
長　

平
成
27
年
度
か

ら
年
５
台
以
内
で
整
備
し
、

小
中
学
校
に
24
台
、
１
校

２
台
ず
つ
配
置
。
今
回
調

達
す
る
74
台
は
普
通
教
室

に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
の

24
台
は
理
科
室
や
家
庭
科

室
な
ど
で
使
う
。
耐
用
年

数
は
10
年
程
度
を
見
込
む
。

問　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
環

境
整
備
と
は
、
何
か
。

教
育
長　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
よ

う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
デ
オ

会
議
シ
ス
テ
ム
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

や
授
業
で
使
う
。

問　

教
員
へ
の
研
修
の
実

施
状
況
や
今
後
の
計
画
は

ど
う
か
。

教
育
長　

支
援
員
２
人
が

各
学
校
を
回
り
、
個
々
の

教
員
に
個
別
対
応
し
て
い

る
。
今
後
支
援
員
を
４
人

に
増
や
す
。

問　

各
教
員
が
使
い
こ
な

せ
る
範
囲
で
活
用
し
て
は

ど
う
か
。

教
育
長　

支
援
員
だ
け
で

な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い

教
員
を
中
心
に
日
常
的
に

活
用
し
、
教
職
員
の
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
、
で
き

る
範
囲
で
、
地
道
に
浸
透

さ
せ
る
の
が
よ
い
と
判
断

し
て
い
る
。

反
対
討
論

　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
う
際
は
、

電
子
黒
板
は
必
要
な
い
。

テ
レ
ビ
画
面
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
で
代
用
可
能
と
考

え
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
対
応
し
た
新
し
い
授
業

ス
タ
イ
ル
の
確
立
や
、
教

育
の
情
報
化
に
必
要
不
可

欠
な
整
備
で
あ
る
こ
と
か

ら
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎ 

財
産
の
取
得
（
小
中
学

校
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
整
備
）

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
君
津
営
業

所
が
１
８
７
０
万
円
で
落

札
。

問　
何
人
分
を
整
備
す
る

の
か
。
全
教
員
が
使
う
の

か
。

教
育
長　
全
教
員
約
２
０
０

人
が
授
業
で
使
う
。

反
対
討
論

　

操
作
や
活
用
方
法
を
教

員
が
熟
知
す
る
期
間
が
短

い
中
、
ト
ラ
ブ
ル
対
応
が

で
き
る
の
か
疑
問
な
の
で
、

反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
る
児
童
生
徒
の
た

め
の
学
習
環
境
が
、
よ
り

効
率
的
、
効
果
的
に
展
開

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
賛

成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎ 

財
産
の
取
得
（
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
係

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

２
３
０
５
台
・
学
習
ソ

フ
ト
・
５
年
間
保
証
）

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
株
式
会
社
君
津
営
業

所
が
２
億
７
３
９
０
万
円

で
落
札
。

タブレット端末・電子黒板・デジタル教科書
NEC フィールディング（株）君津営業所
から購入

総
務

設置された加湿空気清浄機設置された加湿空気清浄機
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議 案 審 議

議
案
審
議

問　

落
札
率
は
99
・
29
％

教
育
委
員
会
関
係
の
入
札

で
１
社
入
札
が
多
い
の
は

な
ぜ
か
。

市
長　

平
成
28
年
度
７

件
、
平
成
29
年
度
９
件
と

入
札
中
止
が
相
次
ぎ
、
物

品
調
達
で
き
ず
支
障
が
生

じ
た
の
で
、
平
成
30
年
度

か
ら
、
物
品
・
委
託
の
入

札
要
件
を
県
内
本
店
以
上

に
拡
大
し
、
１
社
で
も
入

札
成
立
と
し
た
。

問　
５
年
後
に
買
い
換
え

る
の
か
。
年
間
経
費
を
試

算
し
て
い
る
の
か
。
昨
年

度
購
入
し
た
高
額
な
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
は
ど
こ
で

使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

買
い
換
え
る
。

年
間
コ
ス
ト
は
、
卒
業
し

た
中
学
３
年
生
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
を
回
収
し
、

入
学
す
る
小
学
１
年
生
に

再
割
当
て
す
る
作
業
が
必

要
と
な
る
た
め
。
来
年
度

予
算
で
概
算
３
８
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

昨
年
度
整
備
し
た
各
小

学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
用

２
５
０
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
は
、
小
中
学
校
の

教
員
等
が
使
用
す
る
。

問　
教
育
委
員
会
職
員
が

官
製
談
合
防
止
法
違
反
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
物
品

調
達
に
、
そ
の
職
員
は
関

与
し
て
い
な
い
の
か
。

教
育
長　
関
与
し
て
い
な
い
。

反
対
討
論

　

落
札
率
が
高
い
。
Ｎ
Ｅ

Ｃ
が
囲
い
込
み
、
他
の
業

者
が
入
る
余
地
を
な
く
し

て
い
る
。
昨
年
度
購
入
し

た
高
額
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
は
、
購
入
目
的
と
違

う
使
い
方
と
な
る
。
日
常

的
な
授
業
で
活
用
さ
れ
て

い
た
の
か
、
疑
問
。
操
作

に
詳
し
い
教
員
の
負
担
が

増
え
る
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
実
現
に
関
し
て
、
令

和
時
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
し
て
１
人
１
台
端
末
の

環
境
整
備
に
向
け
、
全
国

の
自
治
体
が
取
り
組
ん
で

い
る
状
況
で
あ
り
、
当
市

に
お
い
て
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

型
端
末
の
調
達
及
び
学
習

環
境
の
早
期
整
備
を
期
待

し
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

世
帯
控
除
額
は
33
万
円
が

43
万
円
に
10
万
円
増
え
、

個
人
控
除
額
は
10
万
円

減
っ
た
。
国
保
は
、
世
帯

で
課
税
し
て
い
る
。

　
２
人
世
帯
で
、
世
帯
控
除

額
が
10
万
円
増
え
て
も
、
個

人
控
除
額
が
20
万
円
減
り
、

控
除
額
が
10
万
円
減
る
。

　

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
世

帯
構
成
人
数
か
ら
１
（
世

帯
主
）
を
引
い
た
数
に
、

10
万
円
を
掛
け
た
額
を
、

控
除
額
に
加
え
る
。

◎ 

介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

◎ 

後
期
高
齢
者
医
療
条
例

の
一
部
改
正

　
「
特
例
基
準
割
合
」
を

「
延
滞
金
特
例
基
準
割
合
」

に
変
え
る
。

問　

内
容
変
更
や
事
務
へ

の
影
響
は
な
い
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

内
容
の
変

更
は
な
い
。

保
険
年
金
課
長　

文
言
の
改

正
の
み
で
影
響
は
な
い
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

　

12
月
11
日
、
福
祉
委
員

会
が
開
か
れ
、
付
託
さ
れ

た
議
案
を
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
等
、
扶
養
義
務
者
の

い
な
い
児
童
は
、
国
保
に
加

入
し
な
く
て
も
、
県
が
全
額

医
療
費
を
負
担
す
る
。

問　
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
、
国
保

加
入
者
は
何
人
か
。
18
歳

の
時
点
で
学
生
だ
っ
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

該
当
す

る
人
は
い
な
い
。

社
会
福
祉
課
長　

収
入
が

な
い
の
で
、
生
活
保
護
を

申
請
・
調
査
・
決
定
す
る
。

◎ 

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

問　
減
免
基
準
を
ど
う
変

え
る
の
か
。

保
険
年
金
課
長　

軽
減
判

定
所
得
を
計
算
す
る
時
に
、

児童福祉施設などに入所する子
医療費は全額　県の負担に

電子黒板を活用した授業の様子電子黒板を活用した授業の様子

福
祉
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12
月
10
日
、
産
業
委
員

会
所
管
の
議
案
を
本
会
議
と

産
業
委
員
会
で
審
議
し
た
。

　

主
な
質
疑･

答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

財
産
の
無
償
貸
付
（
南

房
総
市
貸
事
務
所
）

問　

減
額
し
な
い
場
合
は

月
い
く
ら
か
。

市
長   
事
業
費
を
30
年
で

割
り
返
し
た
金
額
は
、

１
８
５
万
５
千
円
。

問　
算
定
方
法
と
減
額
の

根
拠
は
。

市
長　

過
疎
債
６
億
６
７

８
２
万
５
千
円
中
、
一
般

財
源
２
億
34
万
７
千
円
を

30
年
で
割
り
返
し
た
。

　
過
疎
債
の
一
般
財
源
相
当

額
で
あ
る
30
％
以
上
を
市
の

収
入
と
す
る
と
返
還
対
象

と
な
る
の
で
、
一
般
財
源
相

当
分
を
貸
付
料
と
し
た
。

問　

減
額
期
間
は
、
な
ぜ

30
年
か
。

商
工
観
光
部
長　

長
期
間
、

企
業
活
動
し
て
い
た
だ
き

た
く
事
業
期
間
を
30
年
と

し
た
。

旧南小跡地の貸事務所を月５５万６千円で
（株）インターコムR&Dセンターに減額貸付

産
業

問　

創
業
３
年
で
何
人
の

雇
用
が
増
え
た
の
か
。
市

内
者
は
何
人
か
。
市
内
へ

の
移
住
者
は
何
人
か
。

商
工
課
長　

従
業
員
数
は

平
成
28
年
10
月
創
業
時
12

人
（
市
内
者
６
人
）
が
、

現
在
42
人
（
市
内
者
23

人
）。
東
京
本
社
か
ら
の
移

住
者
が
２
人
。

問　
経
営
状
況
は
。

商
工
課
長　

本
社
で
も
コ

ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー
ク
関

連
ソ
フ
ト
の
売
上
げ
が
増

え
、
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー
も

約
２
億
円
の
売
上
げ
が
あ

り
順
調
と
確
認
し
て
い
る
。

問　

貸
事
務
所
は
、
１
０

０
人
以
上
入
れ
な
い
の
か
。

ほ
か
の
企
業
も
誘
致
す
る

考
え
は
な
い
か
。

商
工
課
長　

１
０
０
人
以

上
の
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
。

余
剰
地
に
、
あ
と
２
、
３

社
入
れ
た
い
の
で
、
企
業

誘
致
を
働
き
か
け
た
い
。

問　

30
年
後
の
土
地
建
物

を
ど
う
す
る
の
か
、
イ
ン

タ
ー
コ
ム
と
協
議
し
て
い

る
の
か
。
途
中
で
撤
退
し

た
ら
ど
う
な
る
の
か
。

市
長　

協
議
し
て
い
な

い
。
再
度
公
募
し
、
新
た

な
入
居
企
業
を
選
定
す
る
。

問　
途
中
で
撤
退
し
た
場

合
、
備
品
の
所
有
権
は
ど

う
な
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

イ
ン
タ
ー

コ
ム
と
、
新
た
に
入
る
企

業
が
協
議
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

反
対
討
論

　

７
割
も
減
額
。
一
事
業

者
へ
の
優
遇
に
は
、
反
対

す
る
。

　

30
年
を
待
た
ず
に
撤
退

す
る
場
合
を
考
え
、
貸
付

期
間
を
短
縮
す
べ
き
で
あ

り
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
人
口
流
出
を
防
ぎ
、
若
年

層
等
の
雇
用
の
場
が
創
出
さ

れ
る
こ
と
は
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
う
え
で
有
効
で

あ
る
た
め
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
可
決

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定（
富

山
畜
産
ふ
れ
あ
い
牧
場
）

　
５
年
間
、
千
葉
県
み
る

く
農
業
協
同
組
合
指
定
。

問　

牛
は
、
市
内
と
市
外

そ
れ
ぞ
れ
何
頭
い
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長　

令
和
２
年

３
月
末
で
１
０
２
頭
。
市

内
16
戸
84
頭
、
館
山
１
戸

11
頭
、
鋸
南
４
戸
７
頭
。

問　
受
け
入
れ
状
況
の
推

移
は
ど
う
か
。
牛
の
月
齢

が
違
う
と
思
う
が
、
料
金

は
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長　
の
べ
頭
数

は
、
令
和
元
年
度
１
４
４

１
頭
、
平
成
30
年
度
１
４

１
４
頭
、
平
成
29
年
度
１

３
３
２
頭
。

　

受
け
入
れ
る
牛
は
平
均

７
カ
月
。
15
カ
月
程
度
で

受
胎
さ
せ
て
返
す
。
料
金

は
市
内
１
日
６
４
０
円
、

市
外
１
日
６
７
０
円
。

◎ 

指
定
管
理
者
の
指
定
（
富

浦
漁
港
指
定
管
理
施
設
）

　
５
年
間
、
岩
井
富
浦
漁

協
を
指
定
。

　
原
案
ど
お
り
可
決

富山ふれあい牧場の牛富山ふれあい牧場の牛

議
案
審
議
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　議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望
する場合、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
　※�地区ごとに掲載していますので、時間がかかる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地
　　　　　　　議会広報編集特別委員会　TEL�0470−33−1111　FAX�0470−20−4595

　「いいところですね。」「自然の中での子育てが理
想です。」我が家は、観光果樹園を営んでおり、都
市部から多くのお客様がいらっしゃいます。その際、
このような声を耳にすることが多い一方、「通勤を
考えると現実は難しい。」という声も聞き、残念に
感じていました。
　現在、新型コロナウイルス感染症の影響から、リ
モートワークが普及しました。環境の良い土地に住
み、必要な時は出勤するというスタイルが定着する
と考えます。これは、少子高齢化に歯止めをかけた
い地方にとって、大きなチャンスです。子育て世代
に、数多くある候補地の中から南房総市を選んでも
らうためには、サポートの充実、子どものための遊
び場・居場所づくり、教育環境の整備等が大切で、
温かい応援体制が整っているとアピールできればと
思います。
　南房総市が、子どもの笑い声が響き、活気あふ
れる街であり続けることを願い、私も微力ながら、
この街の素晴らしさを世間へ伝えていきたいと思い
ます。

　　　

　観光地やロケ地としても有名な南房総市ですが、
一方で少子高齢化は年々進み、高齢化率は 45％
で千葉県３位となっています。また、過疎化も深
刻になっています。
　そんな中、私は地元の富山地区で自分自身も所
属していた少年野球チームで休日は運動していま
す。楽しく会話ができる明るいチームです。
　しかし、少年野球にも少子化の影響は大きく、
最盛期には市内で 10 チーム近く存在したそうです
が、合併と消滅を繰り返して現在は６チームと半
分近くまで減っています。
　高校生の私が考えることは、今はコロナ禍で実
現はなかなか難しいと思いますが、「交流大会の開
催」です。私が小学５年生の時、大阪のチームを
招いて交流をしました。カブトムシを贈り、喜ん
でもらったことを覚えています。交流大会は、チー
ム同士の関係を持てるだけでなく、南房総市の民
宿を利用してもらうことで、南房総市の観光業の
活性化にもつながると思います。

川
かわさき

﨑　航
こ う た

汰さん
（富山地区）

穂
ほ づ み

積　優
ゆ う こ

子さん
（富浦地区）

南房総へ移住しませんか「若者の私が考えること」

市
民
の
声
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 表紙の写真を募集します 表紙の写真を募集します

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

南房総市議会事務局
住　所： 〒２９９－２４９２
　　　   南房総市富浦町青木２８
電　話：０４７０－３３－１１１１
メール：gikai@city.minamiboso.lg.jp

お問い合わせお問い合わせ

　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。
　市議会では年４回（５月・８月・11月・２月）議会だよりを発行しています。開かれた議会を目指し、
より市民に親しまれるため、表紙写真を募集しています。

募集する写真募集する写真

応募方法応募方法

市内で撮影された四季の風景、イベントなど市内で撮影された四季の風景、イベントなど

選考方法選考方法
市議会広報編集特別委員会が選考します。市議会広報編集特別委員会が選考します。

応募上の注意応募上の注意
・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

・市内で撮影された、横位置のカラー写真に限ります。
・応募写真に個人を特定できるような人物（第三者）が写っているとき、または撮影した対象物が個人
  の所有物である場合は応募者の責任で人物（被写体）、または所有者の承諾を得てください。
・採用された場合、表紙に氏名を掲載させていただきます。
・ご応募いただいた写真などは原則返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

応募資格応募資格
市内在住・通勤・通学の人市内在住・通勤・通学の人

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上５ＭＢ未満でお願いします）

住所・氏名・電話番号・撮影場所・撮影日時を記入のうえ、議会事務局
へ電子メール、もしくは郵送・持参してください。

（データで送る際はサイズ２ＭＢ以上５ＭＢ未満でお願いします）

応募の締め切り応募の締め切り
令和3年4月9日（金）まで令和3年4月9日（金）まで

　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
方
法
に
つ
い
て
、「
読

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
広

報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
と
合
冊
で
発
行
す
る
か
ど

う
か
調
査
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　
合
冊
で
発
行
し
て
い
る
４
市
議
会
か
ら
広
報

紙
を
取
り
寄
せ
、
聞
き
取
り
に
よ
る
ペ
ー
ジ
数
、

レ
イ
ア
ウ
ト
等
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
議
会
だ
よ
り
の
独
立
性
を
担
保

す
る
こ
と
で
、
独
自
の
紙
面
づ
く
り
や
積
極
的

な
情
報
発
信
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
別
冊
で
発

行
す
る
と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
写
真
の
見
せ
方
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
印

刷
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、
引
き
続
き
市
民
の

皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２月25日（木）２月25日（木）
3月定例会は

午前10時から
予定しています

議会だより

発行／千葉県南房総市議会　　編集／議会広報編集特別委員会　　発行責任者／南房総市議会議長
〒299-2492　千葉県南房総市富浦町青木28番地　TEL.0470-33-1111　FAX.0470-20-4595

第 6 号
平成19年11月8日

第 6 号
平成19年11月8日

からご覧くだ
さい。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼

南房総市議会のホームページで
ライブ・録画配信しています。
スマホでも視聴できます。


